
 

 

 

国立市立国立第七小学校 

       平成２８年２月１０日 ＮＯ.８９（２８９） 

モンタ博士「♪花屋
は な や

の店先
みせさき

にならんだ♪ 

      ♪いろんな花
はな

を見
み

ていた♪ 

      ♪人
ひと

それぞれこのみは…♪」 

オー君  「うわあー！オンチ！」 

モンタ博士「それでは、もう少
すこ

し歌
うた

おう。」 

オー君  「あのー。もういいですよ。 

      ところで、モンタ博士、 

      花屋
は な や

さんの花
はな

って、 

どうしていろいろなきれいな 

花
はな

がいっぱいあるのですか。」 

モンタ博士「そうだね。花屋
は な や

さんの花
はな

はね、 

もともと野生
や せ い

にあったのもあるけど、品種
ひんしゅ

改良
かいりょう

といってね、人間
にんげん

が作
つく

り出
だ

し 

たものもあるんだよ。」 

花ちゃん 「ふーん。そうなんですか。ところで、オー君は、どんな色
いろ

のお花
はな

がすき。」 

オー君  「そうだな、黄色
き い ろ

もいいし、赤
あか

もいい、白
しろ

い花
はな

っていうのもいいな。それに、 

      むらさき色
いろ

の花
はな

もけっこうすきだな。モンタ博士は何色
なにいろ

のお花
はな

がすきですか。」 

モンタ博士「そうだね。モンタ博士もこまっちゃうな。」 

オー君  「モンタ博士、虫
むし

たちは、どんな色
いろ

のお花
はな

がすきなんですか。」 

モンタ博士「虫
むし

はどんな色
いろ

の花
はな

がすきか・・・それはいい質問
しつもん

だね。それでは、今日
き ょ う

から虫
むし

たちは、どんな色
いろ

の花
はな

がお気
き

に入
い

りなのか・・・というお話
はなし

をしよう。」 

オー君  「わーい！わーい！わくわくドキドキだ。」 

モンタ博士「あのね、虫
むし

たちは、種類
しゅるい

によってすきな色
いろ

がある程度
て い ど

決
き

まっているのさ。」 

花ちゃん 「え！ほんとうですか。」 

モンタ博士「黄色
き い ろ

がすきなのはアブタイプ、白色
はくしょく

はコガネムシタイプ、むらさき色
いろ

はミツ 

バチタイプ、赤色
あかいろ

の花
はな

がすきなのは、チョウタイプといわれているんだよ。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モンタ博士「上のタンポポの写真
しゃしん

をよーく見
み

てごらん。アブがいるのわかるかな。」 

オー君  「アブは、早春
そうしゅん

いち早
はや

く活動
かつどう

を始
はじ

めるんですよね。」 

モンタ博士「アブは、ナノハナやタンポポなど黄色
き い ろ

いお花
はな

が大
だい

すきなんだ。」 

花ちゃん 「黄色
き い ろ

は春
はる

のイメージがしますね。」 

モンタ博士「でもね、アブは昆虫
こんちゅう

の中
なか

では、それほどおりこうさんではないらしいよ。 

      黄色
き い ろ

い花
はな

なら、何
なん

でもいいみたいでね。これがこまるんだね。」 

花ちゃん 「どうしてこまるんですか。」 

モンタ博士「たとえば、ナノハナにとまったアブが、そのまま、ほかのナノハナに行
い

けば

いいけど、タンポポやその他
た

の種類
しゅるい

の黄色
き い ろ

い花
はな

に行
い

ったのでは、受粉
じゅふん

ができ

ないので意味
い み

がない。花
はな

にとってはとてもめいわくな話
はなし

というわけさ。」 

オー君  「そうですね。」 

花ちゃん 「それはこまりますね。」 

モンタ博士「そこで、黄色
き い ろ

い花
はな

は、１つ１つ別
べつ

にさくのではなく、群生
ぐんせい

（かたまってさく

こと）してさかせるようになったのさ。だから、タンポポやナノハナなど、黄色
き い ろ

い花
はな

は、だいたい集
あつ

まってさいていることが多
おお

いのさ。」 

２月のある日、モンタ博士のおうち近
ちか

くにて撮影
さつえい

 

寒
さむ

くても咲
さ

き出
だ

した 

ど根性
こんじょう

カントウタンポポ 

しましまもようの 

アブです。わかる？ 


